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本容は、秋田市四ツ小館小阿地地内に所在する大杉沢遺跡の発

指摘重量報告書です。

当社では自動車 ・撹帯電話の需要樽加に対応・するため秋田市四

ツ小屋小向地字大杉沢にデジタル方剣持帯電話無線基地局的建設

計画をしました。しかし、予定地は大杉沢遭跡的中であることか

ら秋旧市教育委員会と協議をlItね、工事務工前に発』程調査を実施

することと L.乎成9年の4月下旬に範閲擁認調査を、 5月下旬

に発娼調査を実施いたしました。

この遺跡の北西部分は閤逃13号パイパスII訟工事で秋田県教育

委員会によって調設が行われ、縄文時代から中世にわたる複合i!

跡であることが知ちれておりました。

今回の調査では、平安時代後半の土繊等が蛾:aされ、台地の利

則を考える上での貴重な責斜を得ることができました。

本報告嘗はその鱒査結果をまとめたものであり、綾蔵文化財保

護のために広く活用され郷土の歴史や文化を研究する資料として

多くの方々に利用していただければ幸いに存じます。

刊行にあたり、 発縄調査に尽力をいただいた駄悶市教育祭員会

をはじめ、関係各位向管織に告書く感械を申しあげます。

平成9年9月

東北セルラー電話株式会社

代表取締役雫省 発



例曾

l 本報告嘗はデジタル方式携衛電話無線基地局混般に伴う大杉沢遺跡(駄岡市国ツ小屋小阿地学大杉沢)の緊炉

発S園調:f.報告書である。

2 本報告書の執筆は菅原俊行・石郷防総ー・安田官、市の助言を得て、西谷隆が行った.

3 遺跡の地形・地雷1:1r土地分類基本測量E峰形・表編雄質・土じよう 秋郎 経済企画庁総合開花局留土調査

諜 1966年3月Jを拳照した。

4 発掘調去による出土遺物、 実世j図、 写真、その他の~ふ叫帆白市教育委員会が保管する.
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関査の概要

聞査に至るまでの経過

東北セルラ甲電録保式会社li験問市問7小島小阿地字大杉沢.区にデジタル方式檎帯電話'車線基地局の.段t計
画した。しかし、百十両地は大杉沢渇酬明復すること舟鳴箆されており、 遭ifの北西部分は留遭13号パイパスHli2

工事により昭和61lf!に県教育委員会の縄峻で実施されている.東北-1<，レラー電話線式会祉と秋閉布教育要員会1:1.協

議を行い、平成 9 年 4 月21 日に範凶噸~綱廷を袋路した， 調査の紺』降、 平安時代の遺構と JI物が確認され発錦調雀

面積を確定した.そして建設計画的変更や当該遺跡時保護について蒋ぴ凶議した鎗梨、峰訟計画的J:更は不可能で

あること、 工事着工持期晶鳴っていることなど合ち遭捧を包録保存し売拠調査を実益することとした.

..期間と体制

調'l期間

調査前f.
諸王監主体者

調査担当者

調査体制

調査作君臨貝

整理作業員

平成9年5月15日司5)129白

175m' 

東北セルラー電話縁式会舷

秋間司ilt育委員会

秋田市教育委員会文化潔

線 長菅原俊 行

線長補佐 石郷l珂娘

文化財係長 鎌 開陳平

主 査西 谷 隆 {調査穏当}

主 査安 回忠市{調査鐙当}

主 事中 川 寛之

鈴木銀一、 三浦竹治、長谷.1111鉄治、三浦金司、鈴木市太郎、三浦タキ子、 三浦千枝子、鈴木樽子、

鈴木ルミ子、宮田ト牟干

鈴木博子、鈴木ルミ子

回査の方法と経過

調査区に任意の点】 箇粛を選定し . この義箪統治、ら南北基~とニれに直交する東西Ji織を段付、 4 m X 4 mのグ

リッドを設定した。グリッドは東西方16)(x舗)に西かち数字(1. 2. 3・・ ・}を、州北方向 (Y軸)に荷か

らアル7γペット (A. 8. C'・・)を配し、その組合せをグリγド名とした.

発掘調奈は5月15日から5月29日まで実施した.5月15目、調査を開始する.重僚による漢土除去作業。16目、

使材の繊入、暢iOilJDを笑量ーする。19.20目、 接作土除去作舞.南側および;ft;旬を鉱益し.土輔、ピット等量確[認
する.21目、 遺跡内を精査し、土織、ピット等の調査を行う.23日.土績の土層断面写真および実測を行う.終7
f量、 覆土町除去作業、 完線写真鎌影を行う。26、27目、土機制別写真および会最写真保影を行う.平面実測準備.
28日、平凶日時測.29 目、 平面~柵l終了後、 機材の1世収を行い摘資企終了する.



遺跡の位置 と地形・地質

遺跡の位置

遺跡は秋田市町南東証"にあたる秋岡市凶7小康小問地字大杉沢に所従する.秋HJ11H暗から国道13号を甫下し、 仁

J~凶、 繍山を過ぎ坂をよると線高40m前後の広大で平認な台地が開ける. ζの台地は来声合台地と呼ばれており 、

遺.，:;二円台地町北国摘で、 JR呉羽本線国ツ小ti>>lの北東約1.6k.の慣山町内甫車節、 保高30ー柑m円台地上に

に位置している.

温・の勉形 ・地震

遺跡周辺町地形は地形区分によれば大別して末戸台台地主痢1m丘陵に分けられる。
京戸台台地1:1線高20-50m強で、その表面はほぼ平組である。この台風は地質学的には梅台段丘町 {槻t;j45-55

m).上野台段丘I面 (40・・4Sm)、上野合段丘・面 (30-40m)、主竜崎段丘 (25m前後}からなる.大杉沢遺跡

はよ野台設丘I弱に位置し、 東側では傍台段丘面、南側では上野台段丘E面と接している.上野台段丘I耐の段丘

Jt織物1:1愚大径20-耳畑町穣層で、I事t'Smほどあり、 その上を1-2mの粘土質火山灰輔が贋ラている.

利回丘陵u平盤面が少な<.定高性骨持った標高ω-150.，のかなり開衡を受けた老年期鎗形を示L.地質，:1第

3 糸u新統に属する青色砂貿シルト哲(1i闘緬} と脅威色縄状割~~ (天徳寺層上 それに中断続に属する暗灰色泥

... t (給州届)などからなっている.

温自由の続観

遺跡は来戸台台地の北西織で、 壇跡の両側に1:1大きなiRが入り込み.急、綾な斜面となっている.問先区内衛首慨

は昭和6141:秋田県教育委n舎によって発銀調査が実施さ丸、縄文時代中期前半から平安時代川、けての土績、縄
文時代後期的主審理綾遺構、古代町住陪i>>" 時期不明的構・現状構状遺構企どが確言草されてお~ .縄文時代から中

曽にかけての複合連鯵であることが判明している。今回はこの調査地点から約IIOm'~ ど東に位置している郁分であ

~. 調査の結集、 平安時代町土繍IOJli. また時期的不明なピフトが40個破認された。

(i.l: 1) r大杉沢遺跡発繍掬奇報告命"一般国道13号御所野j広細事紫に係る埋縦文化財発錦繍変-J 秋岡県文化財

調査報告書第151集秋四県教育委員会 1987年3月
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第2図周辺の遺跡
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褒 1 周辺の遺跡
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11';3図 遺跡周辺の地形
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関査の 記 録

釜本土層 {第5幽)

富島本土層は第l層表土、第目層明尚色土、第田JItにぷい賞褐色土で、 第I届

が耕作土(30-50四)‘第E層がローム捕時移層.第困層がローム膚(地山}である.

遺稿と遺物

確認された遺柳は土，割高10illi、ピット40悩で、 会て地山商の稼露である。

土績

}骨土績 (第6図)

調査区の東側で確認された。

長輪l(跡畑、短輪開帽の方形骨量し、確認衡からの憶さは8cmで、皇制ま緩く立ち上

がる.底面C!平組である。

2骨土繍 (第6図}

調査区の東側で磁aされた。

11 

m 

1115図 釜本土居綾校図

1l!慨は勝f'Jiの撹乱によって削平されているが、現状では長紬60曲以上、鐙紬75岨の精肉形を豊し、確認孤からの

深さは10個で.援はほぼ垂直に立ち上がる.底部は平坦である。

3号土積 {第6臨)

調査区町西側で確認された.

II紬70棚、 短勅70帽の円形を畏し、確a衝からの漆さは10佃で、豊富はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦であるe
出土遺物

赤褐色土鰐勾:片が少S量出土したが、小破片であり図示できなかった。

4骨土省 (第6図)

調査区の薗側で書官認された。

長鎗12事仰、短軸100閣の楊阿形を隻し、縫EE面からの深さは33酬で、 畿はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦で

ある。

出土遺物

赤憾色土器11-.片、石器剥片が少量出土したが、小破片であり図示できなかった。

5号土績 (第6悶}

調査区の西側で縫認された。

長軸65個、短軸55帽の締円形を皐し、確怨蘭からの漆さは10帽で、墜はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦であ

る。

6骨土績 (第6図)

調王監区の西側で擁飽きれた。
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1117図 遭綱内出土土鑓

長循J45畑、短執90閣の不..形を皐し、縫録画からの深さはJ.1個で、隻は南側が緩やかに.北側がほぼ垂直に立

ち上がる.ほ舗は平坦である。

7号土積 {第600)

調査区の西側で俺認された。

長輪110畑、銀輪7Sc織の楕円形を長L、磁認面からの採さは時閣で、費量は緩やかに立ち上がる。底面はやや凹凸

がある。

出土遺物

赤栂色土器受破片が少量出土Lたが、小政片であり図示できなかった。

8号土績 (第6闘}

調査区の醤慣jで確認され、 9号二t績と重複するが新i日関係l~不明である。

長輸70佃.鐙輸65帽の絡円形を呈L.確認前からの深さは25c.で、壁はほぼ量班に立ち上がる。底商は平Jl!であ

る。

出土遺物

土II(第7悶I) 

1は覆土出土の推定口後15.4惜の赤褐色土骨量擁形土器である。除土には砂殺を多〈含んでいる。

9骨土繍 (第6図)

調査ほの西側で磁認され、8号.:t機と重複するが新旧関係は不明である。

長軸70個、短軸50伽の格円形を霊し、緯認面からの~さは却価で、!ltはほぼ垂直に立ち上がる。底面は凹凸があ

る。

10骨土績 {第6図)

2時査区の中央郎で確認された。

長袖95師、短軸70閣の楕円形を差し、確認函からの深さは10帽で、聾は緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。

出土遺物

赤縞色土器杯破片、石務制片が少量出土したが、小破片であり図示できなかった。

ピット (第S図}

調査区町東側から西側で確認された。

径20岨前後のほほfIJ形を受し、深さ7-38怖で、 10-15酬のものが多い。

出土遺物 (第7図2.3) 

2はP.l覆土出土の土師器台付珂:で、底部切り厳しは悶転糸切句である。台貼りftけ後に台周縁および台内側
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を畿で鍵盤している。内磁にミガキ後、異色処理をしている。 31H.21l土出土の亦褐色土怨埼:で、底部切り厳

しは回転糸切りである。成都より緩く内t脅しながら立ち上がる。

遺構外出土遺物

縄文土器般片、森縄色土器破片が少貸出土したが、小破片であり図示できなかった。

まとめ

遺跡は )Rll!lツ小慾叙北東約1.6l.の地点、際潟40mの来戸色、台地上に依観する。 調王E区はこの~ミ戸台台地から

商へ延びる舌状台黄色のftけ技官草分に{立越する。この台地の先端部周辺は昭和61年に秋郎県教育委員会が緊急、発掘調

査を笑施し、縄文時代中則前半から平安時代にかけての土頃34器、縄文時代後期の土器鹿綾選構3高島、 古代の雪量穴

住居跡1野、時代不明の溝、環状液状遺構等が確認された.土機は縄文時代後期初Ilnに属するものが最も多〈 、調

査gの東側に分布していることが報告されている。

今回の調査でも昭和61年に行われた淘資と同様に;!!I曹確認街まで撹乱t受けていたが、士.峨10袋、 ピット4例目硲

恕された。土績の形態は断而形が肌状を量L.平面形舟可昔円形を援して浅いものが大部分を占めている。自竜王を区内

西側に集中しており、切り合いの認められるものもあるe性格については不明である。i滞納については出土遺物的

鼠が少なく明確にするよとはできないが、S号土績からt高形を笠する赤褐色土絡事事、また土娘周辺で線認されたピ、ノ

トの}部から出土した小型的赤褐色土器停の特徽として、腹部切線しが回転糸切り無謝野で戚後が小型化し底部か

らやや内務ぎみに口容部に~旬 、 ヘラ制りなどの調整は認められないことなどがあげられる。 ニの士宮告は欽回減勝

第お次調交SX，I18不明務ちdZ由主土器に鎖似しており、 10世紀中繁以降に位低付けられるものと考えられる。
今匝lの調査では慨紘基地局建設部分的調査であり .遺跡的全貌を明らかにするまでには歪らなかった。 また.縫

認さ1るた遺婦の性絡を決定することはできなかった。今後は当該期の制変例と、周辺遺跡の繍査を宮崎て遺跡の性

絡を再考する必要がある。

(世:2) r秒、悶城跡焔和55$1s:fJ.:II1城跡発視調査慨報J 7. 8ベージ第6.7悶羽-40
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ふ り 地雷 な .1Ii'-f"相，'..
書 名 大杉沢温務

IIJJ 唱島 名 デジタル方式燐帯電話無線接地局長E訟に伴う緊急発綿絢査報告瞥

唱島 次

シ リ ーズ 名

シリ-;(番 号

編務 者名 西谷 隆

編集織閲 鉄副市数育委員会

所 を 制h 〒010 欽回県fk町市山王一丁目 1書s3号 18. 0188-“-22柑
暴行牢月日 西暦 199 7年9月

ふりがな ふ りがな コード ~t 億 .経 調査面傭

-・ .. . . 第査期間 額資源関
所奴遣勝名 所 在地 市町村 遺跡番号 d 

""'，，，.白 .-，!f: ~ 主唱ご申

大鯵tR ~J:倒布凹ツ小屋 05却l 285 3911: 14011: 19970515- 175 デジタル方式機

.;. t "ttu刺市..蜘 40分 9分 L9970529 帯電前無鰍』品J&

小阿庖字大杉沢 10秒 42割J 向山政ι1事事w-

liili調先

所収jft跡名 4重 ~J 主争 時代 主 t.t壇栴 主 な 遺 物 特 犯 E匹 現

大杉iR 集務跡 平安(中葉} 土蟻 LO)Jj 様相事色上器

ピγト 40錨
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駄聞布

大杉沢遺跡

携帯電話無線義雄局建綾に伴う

緊急発燭調11:報告書

平成9年。月

縫集・発行秩国市教育委員会

印 刷 fkm i量販印刷株式会社
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